
慢性腎臓病（CKD）病診連携患者紹介基準

紹介基準

再紹介基準

eGFRの急激な低下
（３ヶ月以内に血清クレアチニン値が30％以上上昇）

血清K値5.5mEq/L以上

著名な体重増加，浮腫，心不全症状

急激な尿蛋白の増加
(尿蛋白/クレアチニン比が前値の2倍以上）

（ 「CKD病診連携マニュアル２０１２」に準拠して作成）

下記   のいずれかに該当する場合

かかりつけ医にて，腎臓診療医とのCKD病診連携を行っている患者が，
以下のいずれかを呈する場合は，すみやかに腎臓診療医への再紹介を
行うことが推奨されます。 ※様式１（紹介シート）使用

下記「紹介基準」に該当する患者は「紹介シート（様式１）」
を用いて腎臓診療医へ紹介します。

下記  ⑥のいずれかに該当する場合

eGFR値(ml/min/1.73㎡)による紹介基準 蛋白尿による紹介基準

① eGFR４５未満 （40歳以上） ④ 蛋白尿１＋（A３） 以上

② eGFR６０未満 （40歳未満）
⑤ 血尿（1＋以上）を伴う
蛋白尿±（A２）以上

③ ３ヶ月以内に，30％以上のeGFRの
低下

⑥ eGFR60未満の 蛋白尿±（A２）
以上

（ 「CKD病診連携マニュアル2018」に準拠して作成）

別添１

２０１９年4月1日～適用
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